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３年のまとめ ①②③④第3学年の学習内容
の問題を解決することができ
る。

・第3学年の学習内容につい
て、知識及び技能を身につけて
いる。

・第3学年で学習した基本的な問
題について、それらが確実に身
につくように取り組もうとしてい
る。

算数を使って考えよう ①②知識・技能等を活用し、課
題解決のための構想を立て、筋
道を立てて考えたり、数学的に
表現したりすることができる。

・表やグラ フを用いて表された
データをよみ取ったり、その根
拠についてデータをもとに説明
したりするなど、算数の学習を
活用して考え表現している。
・日常の場面から算数の問題を
見いだし、長さや円などの学習
を活用して解決したり、言葉や
図、式などを用いて説明したり
するなど、算数の学習を活用し
て考え表現している。

・数量や図形に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

カ レンダーを調べよう ①規則的に並んだ数のきまりを
筋道立てて考え解決することを
とおして、論理的な思考力を伸
ばす。

・規則的に並んだ数のきまりを
筋道を立てて考えている。

そろばん そろばんによる数の表し方を理
解し、簡単な加法及び減法の計
算ができるとともに、そろばんの
しくみに着目し、大きな数や小数
の計算のしかたを考える力を身
につける。また、そろばんに進
んで関わり、そのよさに気づき
生活や学習に活用しようとする
態度を養う。　【学習指導要領と
の関連　A(8)ア(ア)(イ )、A(8)イ
(ア)】

・そろばんによる数の表し方を
理解し、簡単な加法及び減法の
計算ができる。＜知・技＞

・そろばんのしくみに着目し、簡
単な加法及び減法の計算のし
かたを考えている。＜思・判・表
＞

・そろばんに進んで関わり、数
学的に表現・処理したことを振り
返り、数理的な処理のよさに気
づき生活や学習に活用しようと
している。＜態度＞
・そろばんのしくみに関心をも
ち、数を表したり計算したりする
ことに主体的に取り組もうとして
いる。

倍の計算 ある数量がもう一方の数量の
何倍かを求める場合や、もとに
する大きさを求める場合に、除
法が用いられることを理解する
とともに、図や式などを用いて
数量の関係を考察する力を身
につける。また、倍の計算に進
んで関わり、生活や学習に活用
しようとする態度を養う。　【学
習指導要領との関連　A(4)ア
(ア)(イ )(ウ)、A(4)イ (ア)】

・ある数量がもう一方の数量の
何倍かを求める場合や、もとに
する大きさを求める場合に、除
法が用いられることを理解して
いる。＜知・技＞

・ある数量ともう一方の数量と
の関係に着目し、図や式などを
用いて、既習の乗法や除法と関
連づけながら演算の意味を考
察している。＜思・判・表＞

・倍の計算に進んで関わり、数
学的に表現・処理したことを振り
返り、数理的な処理のよさに気
づき生活や学習に活用しようと
している。＜態度＞
・2つの数量の関係について、
既習の乗法や除法などをもとに
粘り強く考えたり、倍の計算を生
活や学習に活用しようとしたりし
ている。

ドッジボールのコートをかこう ①図形の定義や性質、作図のし
かたをもとに、校庭にドッジボー
ルのコートをかく方法を理解す
る。

・図形の定義や性質、作図のし
かたを、日常生活の問題解決
に生かしている。

2けたの数のかけ算 2位数や3位数に2位数をかけ
る乗法について理解し、計算す
ることができるとともに、図や式
などを用いて計算のしかたを考
える力を身につける。また、乗
法の計算のしかたを考えること
に進んで関わり、その過程を振
り返り、生活や学習に活用しよ
うとする態度を養う。　【学習指
導要領との関連　A(3)ア
(ア)(イ )、A(3)イ (ア)】

・2位数や3位数に2位数をかけ
る乗法の計算が、乗法九九な
どの基本的な計算をもとにして
できることや、その筆算のしかた
について理解し、乗法の計算が
確実にできる。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の
しかたを考えたり計算に関して
成り立つ性質を見いだしたりして
いるとともに、その性質を活用
して、計算を工夫したり計算の
確かめをしたりしている。＜思・
判・表＞

・乗法の計算に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。＜態度＞
・乗法の計算のしかたについ
て、既習の計算などをもとに主
体的に考えたり、乗法を生活や
学習に活用しようとしたりしてい
る。

まほうじん 魔方陣の空欄にあてはまる数
を、筋道を立てて考えることが
できる。

・提示された条件をもとに、空欄
にあてはまる数値の求め方を、
式を用いて筋道を立てて考えて
いる。

小数 小数の意味と表し方、及び小数
の加法、減法の意味を理解し、
小数の大きさを比べたり、計算
のしかたを考えたりする力を身
につける。また、小数に進んで
関わり、そのよさに気づき生活
や学習に活用しようとする態度
を養う。　【学習指導要領との関
連　A(5)ア(ア)(イ )、A(5)イ (ア)、
内(5)】

・端数部分の大きさを表す数と
しての小数の意味と表し方を理
解するとともに、小数の加法、
減法の意味を理解し、小数の大
きさを比べたり計算したりするこ
とができる。＜知・技＞

・数のまとまりに着目し、小数で
も数の大きさを比べたり計算し
たりできるかどうかを考えるとと
もに、小数を日常生活に生かし
ている。＜思・判・表＞

・小数に進んで関わり、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに気づ
き生活や学習に活用しようとし
ている。＜態度＞
・既習の数の見方や表し方など
をもとに、小数の意味と表し方、
計算のしかたについて主体的に
考えたり、身のまわりから小数
が用いられる場面を見つけたり
しようとしている。

タイ ルは何まい ①正三角形の敷き詰め模様か
らほかの図形を見いだし、その
図形をまとまりとして捉え、乗法
の式を用いて正三角形の枚数
を表すことができる。

・規則的に並んだタイ ルの枚数
を工夫して数えることをとおし
て、図形、数、式の多様な見方
を見いだしている。

□を使った式と図 数量の関係を表す式について
理解し、未知の数量を□として
式に表したり、式と図を関連づ
けて式をよんだりする力を身に
つける。また、□を用いた式に
進んで関わり、そのよさに気づ
き生活や学習に活用しようとす
る態度を養う。　【学習指導要
領との関連　A(7)ア(ア)、A(7)イ
(ア)】

・数量の関係を表す式について
理解し、未知の数量を□として
式に表したり、□に数をあては
めて調べたりすることができる。
＜知・技＞

・数量の関係に着目し、数量の
関係を図や式を用いて簡潔に
表したり、式と図を関連づけて
式をよんだりしている。＜思・
判・表＞

・数量の関係を表す式に進んで
関わり、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的な処理
のよさに気づき生活や学習に
活用しようとしている。 ＜態度
＞
・未知の数量を□として表すこと
で、問題場面どおりに立式でき
るよさに気づき、式に表したり
式をよんだりすることに主体的
に取り組もうとしている。

三角形 二等辺三角形、正三角形につ
いて理解し、図形の性質を見い
だしたり構成のしかたを考えたり
する力を身につけるとともに、
基本的な図形と関連して角につ
いて知る。また、図形の特徴を
見いだすことに進んで関わり、
身のまわりのものの形を二等辺
三角形、正三角形として捉える
など、生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。　【学習指導
要領との関連　B(1)ア(ア)(イ )、
B(1)イ (ア)、内(6)】

・二等辺三角形、正三角形につ
いて理解し、作図などをとおして
それらの関係に次第に着目す
ることができる。また、基本的な
図形と関連して角について知っ
ている。＜知・技＞

・図形を構成する要素に着目
し、構成のしかたを考えるととも
に、図形の性質を見いだし、身
のまわりのものの形を図形とし
て捉えている。＜思・判・表＞

・二等辺三角形、正三角形に進
んで関わり、数学的に表現・処
理したことを振り返り、数理的な
処理のよさに気づき生活や学
習に活用しようとしている。＜態
度＞
・二等辺三角形、正三角形の特
徴を調べたり、構成したりするこ
とに主体的に取り組むとともに、
身のまわりから図形を見つけよ
うとしたり、二等辺三角形や正三
角形を敷き詰める活動をとおし
て、平面図形の広がりや図形の
美しさを感じたりしている。

分数 分数の意味と表し方、及び簡単
な場合について分数の加法、減
法の意味を理解し、分数の大き
さを比べたり、計算のしかたを
考えたりする力を身につける。
また、分数に進んで関わり、そ
のよさに気づき生活や学習に
活用しようとする態度を養う。
【学習指導要領との関連　A(6)
ア(ア)(イ )(ウ)、A(6)イ (ア)】

・等分してできる部分の大きさや
端数部分の大きさを表す数とし
ての分数の意味と表し方、及び
分数は単位分数のいくつ分で表
せることを理解するとともに、
簡単な場合について分数の加
法、減法の意味を理解し、分数
の大きさを比べたり計算したりす
ることができる。＜知・技＞

・数のまとまりに着目し、分数で
も数の大きさを比べたり計算し
たりできるかどうかを考えてい
るとともに、分数を日常生活に
生かしている。＜思・判・表＞

・分数に進んで関わり、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに気づ
き生活や学習に活用しようとし
ている。＜態度＞
・既習の数の見方や表し方など
をもとに、分数の意味と表し方、
計算のしかたについて主体的に
考えたり、日常生活の場面など
で大きさを分数を用いて表した
りしようとしている。

重さ 重さの単位「g、kg」 について知
り、測定の意味を理解し、単位
を適切に選択して重さを測定す
る力を身につけるとともに、長
さ、かさ、重さの単位の関係を
統合的に考察する力を身につ
ける。また、重さを比べたり測定
したりすることに進んで関わり、
生活や学習に活用しようとする
態度を養う。　【学習指導要領と
の関連　C(1)ア(ア)(イ )、C(1)イ
(ア)、内(7)】

・重さの単位「g、kg」 について
知り、測定の意味と単位の関係
を理解し、重さについておよそ
の見当をつけ単位を適切に選
択して測定することができる。
＜知・技＞

・身のまわりのものの特徴に着
目し、単位の関係を統合的に考
察している。＜思・判・表＞

・重さを比べたり測定したりする
ことに進んで関わり、数学的に
表現・処理したことを振り返り、
数理的な処理のよさに気づき、
生活や学習に活用しようとして
いる。＜態度＞
・重さの測定に主体的に取り組
み、生活や学習に活用しようと
している。また、「m」「c」「k」な
どの接頭語が、長さや重さなど
に共通に用いられていることに
気づき、メートル法の単位のしく
みを考えようとしている。

かけ算の筆算 2位数や3位数に1位数をかけ
る乗法について理解し、計算す
ることができるとともに、図や式
などを用いて計算のしかたを考
える力を身につける。また、乗
法の計算のしかたを考えること
に進んで関わり、その過程を振
り返り、生活や学習に活用しよ
うとする態度を養う。　【学習指
導要領との関連　A(3)ア
(ア)(イ )、A(3)イ (ア)、内(2)】

・2位数や3位数に1位数をかけ
る乗法の計算が、乗法九九な
どの基本的な計算をもとにして
できることや、その筆算のしかた
について理解し、乗法の計算が
確実にできる。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の
しかたを考えたり計算に関して
成り立つ性質を見いだしたりして
いるとともに、その性質を活用
して、計算を工夫したり計算の
確かめをしたりしている。＜思・
判・表＞

・乗法の計算に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。＜態度＞
・乗法の計算のしかたについ
て、既習の計算などをもとに主
体的に考えたり、乗法を生活や
学習に活用しようとしたりしてい
る。

かけ算とわり算の図 ①乗法や除法の数直線の見方
や用い方を理解する。
②乗法や除法の数直線のかき
方や用い方を理解する。

・乗法、除法の数直線のかき方
を理解し、問題場面を数直線に
表すことができる。

・乗法と除法の相互関係をもと
に、数直線の見方やかき方を
考えている。

・図を用いると場面や数量の関
係が捉えやすくなることに気づ
き生活や学習に活用しようとし
ている。

円と球 円とその中心、半径、直径につ
いて理解し、図形の性質を見い
だしたり構成のしかたを考えたり
する力を身につけるとともに、
円に関連して、球についても理
解する。また、円や球に進んで
関わり、身のまわりのものの形
を円や球として捉えるなど、生
活や学習に活用しようとする態
度を養う。　【学習指導要領との
関連　B(1)ア(ウ)、B(1)イ (ア)】

・円とその中心、半径、直径に
ついて理解し、円を作図したり
長さを写し取ったりする道具とし
てコンパスを用いることができ
る。また、円に関連して、球につ
いても理解している。＜知・技
＞

・円の中心、半径、直径に着目
し、構成のしかたを考えるととも
に、図形の性質を見いだし、身
のまわりのものの形を円や球と
して捉えている。＜思・判・表＞

・円や球に進んで関わり、数学
的に表現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに気づ
き生活や学習に活用しようとし
ている。＜態度＞
・円の性質を調べたり、コンパ
スを使って作図したりすることに
主体的に取り組むとともに、身
のまわりから円や球を見つけよ
うとしたり、円を用いた模様作り
などをとおして円の美しさを感じ
たりしている。

10000より大きい数 万の単位について知り、十進位
取り記数法による数の表し方及
び10倍、100倍、1000倍、
1/10にした大きさの数について
理解し、大きな数の大きさの比
べ方や表し方を考える力を身
につける。また、整数の表し方
に進んで関わり、その過程を振
り返り、十進数としての表現のよ
さに気づき生活や学習に活用し
ようとする態度を養う。　【学習
指導要領との関連　A(1)ア
(ア)(イ )(ウ)、A(1)イ (ア)、内(1)】

・万の単位について知り、十進
位取り記数法による数の表し方
及び10倍、100倍、1000倍、
1/10にした大きさの数について
理解し、表すことができる。＜
知・技＞

・数のまとまりに着目し、大きな
数の大きさの比べ方や表し方を
考え、日常生活に生かしてい
る。＜思・判・表＞

・数を表すことに進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。＜態度＞
・既習の数の見方や表し方など
をもとに、大きな数のしくみにつ
いて主体的に考えたり、万の単
位が使われている数を身のま
わりから見つけ、その大きさを
捉えたりしようとしている。

あまりのあるわり算 あまりのある除法の意味や式
について理解し、計算すること
ができるとともに、図や式など
を用いて計算のしかたを考えた
り、計算の確かめのしかたを考
えたりする力を身につける。ま
た、除法について考えることに
進んで関わり、除法を用いるよ
さに気づき生活や学習に活用し
ようとする態度を養う。　【学習
指導要領との関連　A(4)ア
(ア)(イ )(ウ)(エ)、A(4)イ (ア)(イ )】

・あまりのある除法の意味や式
について理解し、除数と商がと
もに１位数である除法の計算が
確実にできる。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の
意味や計算のしかたを考えた
り、計算に関して成り立つ性質
を見いだしたりしているととも
に、その性質を活用して、計算
を工夫したり計算の確かめをし
たりしている。＜思・判・表＞

・除法の計算に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。＜態度＞
・除法の計算のしかたや答えの
確かめのしかたについて、乗法
や減法と関連づけながら主体的
に考えたり、除法を生活や学習
に活用しようとしたりしている。

なみ木道 木の本数と間の数の関係の問
題（植木算）を、図や式などを
用いて筋道を立てて考えること
ができる。

・木の本数と間の数の関係の問
題（植木算）を、図や式などを
用いて筋道を立てて考えてい
る。

表とぼうグラ フ 棒グラ フや二次元表について
理解し、データを整理する観点
に着目し、身のまわりの事象に
ついて表やグラ フを用いて考
察して、見いだしたことを表現す
る力を身につける。また、デー
タを分析することに進んで関わ
り、その過程を振り返り、グラ フ
の表現のよさに気づき生活や
学習に活用しようとする態度を
養う。　【学習指導要領との関連
D(1)ア(ア)(イ )、D(1)イ (ア)、内
(8)】

・棒グラ フや二次元表の特徴に
ついて理解し、表したりよみ取っ
たりすることができる。＜知・技
＞

・データを整理する観点に着目
し、身のまわりの事象について
表やグラ フを用いて考察して、
見いだしたことを表現している。
＜思・判・表＞

・データを分析することに進ん
で関わり、数学的に表現・処理
したことを振り返り、数理的な処
理のよさに気づき生活や学習
に活用しようとしている。＜態度
＞
・データをわかりやすく整理し表
や棒グラ フに表したり、見いだし
たことを表現したりすることにつ
いて、目的意識をもって主体的
に取り組んでいる。

長さ 長さの単位「㎞」、道のりと距離
の意味、及び巻尺について知
り、計器を適切に選んで長さを
測定する力を身につける。ま
た、長さを比べたり測定したりす
ることに進んで関わり、生活や
学習に活用しようとする態度を
養う。　【学習指導要領との関連
C(1)ア(ア)(イ )、C(1)イ (ア)】

・長さの単位「㎞」について知
り、単位の関係を理解し、長さ
についておよその見当をつけ
計器を適切に選んで測定する
ことができる。＜知・技＞

・測定するものの特徴に着目
し、ものさしでは測りにくいところ
の長さの測り方を考えている。
＜思・判・表＞

・長さを比べたり測定したりする
ことに進んで関わり、数学的に
表現・処理したことを振り返り、
数理的な処理のよさに気づき生
活や学習に活用しようとしてい
る。＜態度＞
・長さの測定に主体的に取り組
み、生活や学習に活用しようと
している。

1/2に分けよう 1/2の大きさを方眼のます目の
個数に着目して捉えることで、
分数についての理解を深め
る。

・方眼のます目の個数に着目
し、1/2の大きさのいろいろな表
し方を考えている。

わり算 除法の意味や式について理解
し、計算することができるととも
に、図や式などを用いて計算の
しかたを考える力を身につけ
る。また、除法について考える
ことに進んで関わり、除法を用
いるよさに気づき生活や学習
に活用しようとする態度を養
う。　【学習指導要領との関連
A(4)ア(ア)(イ )(ウ)(エ)(オ)、A(4)
イ (ア)(イ )】

・除法の意味や式について理解
し、除数と商がともに１位数であ
る除法の計算が確実にできる。
また、簡単な場合について、除
数が１位数で商が２位数の除法
の計算のしかたを知っている。
＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の
意味や計算のしかたを考えた
り、計算に関して成り立つ性質
を見いだしたりしているととも
に、その性質を活用して、計算
を工夫したり計算の確かめをし
たりしている。＜思・判・表＞

・除法の計算に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。＜態度＞
・除法の意味や計算のしかたに
ついて、乗法や減法と関連づけ
ながら主体的に考えたり、除法
を生活や学習に活用しようとし
たりしている。

たし算とひき算 3位数や4位数の加法及び減法
について理解し、計算すること
ができるとともに、図や式など
を用いて計算のしかたを考える
力を身につける。また、加法及
び減法の計算のしかたを考える
ことに進んで関わり、その過程
を振り返り、生活や学習に活用
しようとする態度を養う。　【学
習指導要領との関連　A(2)ア
(ア)(イ )、A(2)イ (ア)、内(2)】

・3位数や4位数の加法及び減
法の計算が、2位数などについ
ての基本的な計算をもとにして
できることや、その筆算のしかた
について理解し、加法及び減法
の計算が確実にできる。＜知・
技＞

・数量の関係に着目し、計算の
しかたを考えたり計算に関して
成り立つ性質を見いだしたりして
いるとともに、その性質を活用
して、計算を工夫したり計算の
確かめをしたりしている。＜思・
判・表＞

・加法及び減法の計算に進んで
関わり、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的な処理
のよさに気づき生活や学習に
活用しようとしている。＜態度＞
・加法及び減法の計算のしかた
について、既習の計算などをも
とに主体的に考えたり、加法及
び減法を生活や学習に活用し
ようとしたりしている。

時こくと時間 時間の単位「秒」について知り、
日常生活に必要な時刻や時間
を求めることができ、日常生活
に生かしている。また、時刻と時
間を表したり求めたりすることに
進んで関わろうとする態度を養
う。　【学習指導要領との関連
C(2)ア(ア)(イ )、C(2)イ (ア)】

・日常生活に必要な時刻や時間
を求めることができる。また、時
間の単位「秒」について知り、1
分＝60秒の関係を理解してい
る。＜知・技＞

・時間の単位に着目し、時刻や
時間の求め方について考察し、
日常生活に生かしている。＜
思・判・表＞

・時刻と時間に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。 ＜態度＞
・時刻と時間の求め方を主体的
に考えたり、生活や学習に活用
したりしようとしている。

・みんなで算数をはじめよう！
／算数で使いたい見方・考え方
・ひき算のヒミツ

①②算数の学習の進め方を理
解し、問題解決に生かすことが
できる。

・問題解決の進め方を理解して
いる。

・答えが同じになる式のきまりに
ついて、筋道を立てて考えたり
表現したりしている。

・問いをもち、主体的に考えた
り友だちの考えから学び合おう
としたりするとともに、解決の過
程や結果を振り返り、よりよい
方法を考えたり新たな問いを見
いだそうとしたりしている。

かけ算のきまり 乗法に関して成り立つ性質につ
いて理解し、交換法則、結合法
則、分配法則などが成り立つこ
とを図や式などを用いて考える
力を身につける。また、乗法に
関して成り立つ性質に進んで関
わり、その過程を振り返り、計算
の工夫などに生かせるよさに
気づき生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。　【学習指導
要領との関連　A(1)ア(ウ)、A(3)
ア(ア)(ウ)、A(3)イ (ア)、内(3)(4)】

・乗法の交換法則、結合法則、
分配法則など、乗法に関して成
り立つ性質を理解している。＜
知・技＞

・数量の関係に着目し、乗法に
関して成り立つ性質を見いだし
ているとともに、その性質を活
用して、計算を工夫したり計算
の確かめをしたりしている。＜
思・判・表＞

・乗法に関して成り立つ性質に
進んで関わり、数学的に表現・
処理したことを振り返り、数理的
な処理のよさに気づき生活や学
習に活用しようとしている。＜態
度＞
・乗法に関して成り立つ性質に
関心をもち、主体的に調べたり
用いたりしようとしている。

算数 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度


